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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第２四半期
連結累計期間

第58期
第２四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 1,428,923 1,476,395 2,843,556

経常利益又は経常損失(△) (千円) △17,787 49,838 37,639

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)

(千円) △32,409 51,388 23,558

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △81,666 54,150 53,401

純資産額 (千円) 1,798,834 1,996,052 1,935,262

総資産額 (千円) 4,341,983 4,604,991 4,377,872

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △7.42 11.71 5.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ― 11.60 5.33

自己資本比率 (％) 41.3 43.3 44.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 268,379 55,957 416,393

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △71,426 △43,819 △124,252

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △100,122 130,144 △280,679

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 181,513 240,292 99,998

回次
第57期

第２四半期
連結会計期間

第58期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △8.70 15.23

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 第57期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析・検討内容は原則として四半期連結財務諸表に基づいて分析し

たものであります。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益及び雇用情勢の改善が見られるなど、緩やかな回復

基調が続いているものの、海外における不安定な政治動向及び地政学リスク等により、先行きの不透明な状況で推

移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は14億7千6百万円(前年同期

比3.3％増)となりました。利益面につきましては、営業利益は6千6百万円(前年同期比16.3％減)、経常利益は4千9

百万円(前年同期は経常損失1千7百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は5千1百万円(前年同期は親会社株

主に帰属する四半期純損失3千2百万円)となりました。

セグメントの状況は次のとおりであります。

　自動二輪車等部品事業につきましては、ベトナムの子会社YAMAZAKI TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.における販売

が順調に推移し、売上高は6億5千2百万円(前年同期比6.5％増)となり、営業利益は1千4百万円(前年同期比9.0％

減)となりました。

　工作機械事業につきましては、前年同期並みの販売を確保し、売上高は8億3千9百万円(前年同期比1.2％増)、営

業利益は4千4百万円(前年同期比20.0％減)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

　総資産は、46億4百万円となり、前連結会計年度末と比較して2億2千7百万円の増加となりました。

　流動資産は、26億6千7百万円となり、前連結会計年度末と比較して2億9千万円の増加となりました。これは主

に、現金及び預金、電子記録債権等の増加が受取手形及び売掛金等の減少を上回ったことによるものです。

　固定資産は、19億3千7百万円となり、前連結会計年度末と比較して6千3百万円の減少となりました。これは主

に、機械装置及び運搬具等の減少によるものです。

(負債)

　流動負債は、17億4千4百万円となり、前連結会計年度末と比較して8千5百万円の増加となりました。これは主

に、短期借入金の増加によるものです。

固定負債は、8億6千4百万円となり、前連結会計年度末と比較して8千万円の増加となりました。これは主に、長

期借入金等の増加によるものです。

(純資産)

　純資産合計は、19億9千6百万円となり、前連結会計年度末と比較して6千万円の増加となりました。これは主に、

利益剰余金等の増加によるものです。

　自己資本比率は、前連結会計年度末の44.1％から43.3％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フロー(収入)は、5千5百万円(前年同期比2億1千2百万

円の減少)となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益、減価償却費等がたな卸資産の増加額等を上回

ったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フロー(支出)は、4千3百万円(前年同期比2千7百万円

の減少)となりました。これは主に、定期預金の預入による支出等が定期預金の払戻による収入等を上回ったこと

によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フロー(収入)は、1億3千万円(前年同期は1億円の支

出)となりました。これは主に、長期借入れによる収入等が長期借入金の返済による支出を上回ったことによるも

のです。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2億4千万円となりました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1千7百万円であります。

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、工作機械事業における受注高及び受注残高は著しく増加いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,703,000

計 15,703,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,546,000 4,547,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 4,546,000 4,547,000 ― ―

(注) 提出日現在発行数には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

14,000 4,546,000 2,026 966,052 2,026 247,652

(注) 新株予約権の行使による増加であります。

(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

山﨑好夫 浜松市東区 1,752 38.53

大同興産株式会社 浜松市東区有玉北町489-23 685 15.06

山﨑好和 浜松市東区 391 8.61

真栄会 浜松市東区有玉北町489-23 246 5.41

株式会社静岡銀行 静岡市葵区呉服町1丁目10 198 4.35

株式会社ラックランド 新宿区西新宿3丁目18-20 113 2.50

ヤマザキ従業員持株会 浜松市東区有玉北町489-23 87 1.92

株式会社電興社 浜松市南区卸本町98 47 1.04

加藤好美 浜松市東区 46 1.01

日本生命保険相互会社
千代田区丸の内1丁目6番6号 日本生命証券
管理部内

42 0.92

計 ― 3,609 79.41

(注) 上記の他、自己株式が141千株(3.11％)あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
141,700

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,404,000
44,040 ―

単元未満株式
普通株式

300
― ―

発行済株式総数 4,546,000 ― ―

総株主の議決権 ― 44,040 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が1,000株(議決権10個)含ま

れております。

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤマザキ

浜松市東区有玉北町489-23 141,700 ― 141,700 3.11

計 ― 141,700 ― 141,700 3.11

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,163,674 1,364,351

受取手形及び売掛金 667,666 479,739

電子記録債権 229,833 421,296

製品 24,351 27,508

仕掛品 203,727 287,346

原材料及び貯蔵品 72,308 74,094

その他 15,263 13,432

流動資産合計 2,376,826 2,667,769

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 500,794 431,521

土地 786,595 786,595

その他（純額） 181,674 179,166

有形固定資産合計 1,469,064 1,397,282

無形固定資産 10,336 16,814

投資その他の資産

その他 538,931 540,118

貸倒引当金 △17,285 △16,994

投資その他の資産合計 521,645 523,123

固定資産合計 2,001,046 1,937,221

資産合計 4,377,872 4,604,991

負債の部

流動負債

買掛金 139,014 146,784

短期借入金 1,346,034 1,390,472

未払法人税等 13,975 11,220

賞与引当金 64,769 60,821

その他 94,956 134,951

流動負債合計 1,658,749 1,744,250

固定負債

長期借入金 454,829 532,919

退職給付に係る負債 253,975 240,728

その他 75,056 91,040

固定負債合計 783,860 864,688

負債合計 2,442,610 2,608,938
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 962,000 966,052

資本剰余金 831,606 835,659

利益剰余金 124,652 176,040

自己株式 △85,038 △85,038

株主資本合計 1,833,220 1,892,712

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 131,816 165,548

為替換算調整勘定 △34,335 △65,306

その他の包括利益累計額合計 97,480 100,242

新株予約権 4,561 3,096

純資産合計 1,935,262 1,996,052

負債純資産合計 4,377,872 4,604,991
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,428,923 1,476,395

売上原価 1,095,952 1,117,918

売上総利益 332,971 358,477

販売費及び一般管理費

役員報酬 68,935 78,974

給料及び手当 67,376 75,284

賞与引当金繰入額 11,204 13,571

退職給付費用 2,457 3,528

その他 103,504 120,548

販売費及び一般管理費合計 253,479 291,906

営業利益 79,491 66,570

営業外収益

受取利息 3,068 5,028

受取配当金 3,957 4,835

その他 3,564 2,366

営業外収益合計 10,590 12,231

営業外費用

支払利息 11,158 9,753

為替差損 94,238 18,143

その他 2,472 1,066

営業外費用合計 107,869 28,963

経常利益又は経常損失（△） △17,787 49,838

特別利益

固定資産売却益 - 6,217

新株予約権戻入益 - 976

特別利益合計 - 7,193

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△17,787 57,031

法人税、住民税及び事業税 14,529 4,000

法人税等調整額 92 1,642

法人税等合計 14,622 5,643

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,409 51,388

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△32,409 51,388
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,409 51,388

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,811 33,732

為替換算調整勘定 △56,068 △30,970

その他の包括利益合計 △49,257 2,761

四半期包括利益 △81,666 54,150

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △81,666 54,150
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△17,787 57,031

減価償却費 64,716 67,201

貸倒引当金の増減額（△は減少） △290 △290

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,733 △3,047

受注損失引当金の増減額（△は減少） 7,000 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,922 △13,151

受取利息及び受取配当金 △7,026 △9,864

支払利息 11,158 9,753

為替差損益（△は益） 89,053 14,838

新株予約権戻入益 - △976

固定資産売却損益（△は益） - △6,217

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） 111,988 △11,307

たな卸資産の増減額（△は増加） 30,360 △91,428

その他の資産の増減額（△は増加） △3,461 3,015

仕入債務の増減額（△は減少） △35,292 10,703

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,134 △2,737

未収消費税等の増減額（△は増加） 24,143 -

その他の負債の増減額（△は減少） 6,297 45,935

小計 285,185 69,458

利息及び配当金の受取額 6,088 9,383

利息の支払額 △12,742 △9,159

法人税等の支払額 △10,152 △13,725

営業活動によるキャッシュ・フロー 268,379 55,957

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △123,700 △218,470

定期預金の払戻による収入 60,000 177,538

有形固定資産の取得による支出 △7,840 △18,361

有形固定資産の売却による収入 - 17

無形固定資産の取得による支出 - △2,127

投資有価証券の取得による支出 △2,330 △3,078

貸付金の回収による収入 4,730 1,370

保険積立金の積立による支出 △2,286 △3,998

その他 - 23,290

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,426 △43,819

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 -

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △102,042 △77,472

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,920 7,616

財務活動によるキャッシュ・フロー △100,122 130,144

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,683 △1,988

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 89,147 140,293

現金及び現金同等物の期首残高 92,365 99,998

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 181,513 ※１ 240,292
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 受取手形割引高

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

90,875千円 106,992千円

　

２ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

割引手形 ― 18,821千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 1,214,313千円 1,364,351千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△1,032,800千円 △1,124,059千円

現金及び現金同等物 181,513千円 240,292千円

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　 該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高

外部顧客への売上高 612,706 816,216 1,428,923 ― 1,428,923

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 13,326 13,326 △13,326 ―

計 612,706 829,543 1,442,250 △13,326 1,428,923

セグメント利益 15,969 55,378 71,347 8,144 79,491

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高

外部顧客への売上高 652,482 823,912 1,476,395 ― 1,476,395

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 15,864 15,864 △15,864 ―

計 652,482 839,777 1,492,260 △15,864 1,476,395

セグメント利益 14,535 44,290 58,826 7,744 66,570

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

電子記録債権は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、四半期連結貸借対照表計上額

に前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められますが、当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との

差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しており

ます。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

△7円42銭 11円71銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△32,409 51,388

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△32,409 51,388

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,369 4,390

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 11円60銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(千株) ― 40

(うち新株予約権)(千株) ― (40)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成29年11月13日

株式会社ヤマザキ

取締役会 御中

明治アーク監査法人

指定社員
業務執行社員

公認会計士 二 口 嘉 保 印

指定社員
業務執行社員

公認会計士 藤 本 幸 宏 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤマザ

キの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマザキ及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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